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学期 予定時数

３
学
期

21

【指導目標】
・基礎的な内容を理解させる。
【指導上の留意点】
・対話形式の授業を心掛け理解度を
確認しながら進める。
・演習を取り入れ，理解度の確認を
行うよう心掛ける。
【内容の取扱上の配慮】
・電子技術の発達や現代社会におけ
る役割、将来の展望などを簡単に扱
う。
・半導体素子の種類と特性及びその
具体的な働きを扱う。
・代表的なアナログ及びディジタル
回路の基礎的な内容を扱う。

【指導目標】
・基礎的な内容を理解させる。
【指導上の留意点】
・対話形式の授業を心掛け理解度を
確認しながら進める。
・演習を取り入れ，理解度の確認を
行うよう心掛ける。
【内容の取扱上の配慮】
・通信に必要な電子機器の特性と利
用例及び主な通信機器と通信システ
ムの基礎的な内容を扱う。
・画像通信に必要な電子機器の特性
と利用例及び基本的な画像通信機器
を扱う。
・マイクロホン及びスピーカの原理
と構造を簡単に扱う。

42

・電子技術の概要
・第１章／半導体素子①原子
と電子②半導体③ダイオード
④トランジスタ⑤電界効果ト
ランジスタ⑥集積回路⑦その
他の半導体素子
・第２章／アナログ回路①増
幅回路の基礎②いろいろな増
幅回路③発信回路④変調回路
と復調回路⑤直流電源回路

・第３章／ディジタル回路①
論理回路②パルス回路③アナ
ログーディジタル変換器
・第４章／通信システムの基
礎①有線通信システム②無線
通信システム③データ通信シ
ステム④画像通信
・第５章／音響・映像機器の
基礎①音響機器②映像機器

目標
電子技術に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育て
る。

評価の観点・方法

42

令和３年度　　　年間授業計画

単元・指導内容（章・節・項）

１
学
期

２
学
期

電子技術

東京都立科学技術高等学校

科学技術

なし

授業担当者

実教出版　電子技術　新訂版

３学年

具体的な指導目標

評価・観点は学力の３
つの要素との関係で判
断する。

・基礎的・基本的な知
識・技能
→【技能】及び【知
識・理解】で評価

・課題を解決するため
に必要な思考力・判断
力・表現力等
→【思考・判断・表
現】で評価

・主体的に学習に取り
組む態度
→【関心・意欲・態
度】で評価

○具体的には、定期考
査，授業中の演習，
ノート提出，学習態度
など

・特別講習

使用教科書


